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校 長  和田 宜之 

令和５年度 ２学期 学校評価のアンケート結果 

 保護者の皆様には、日頃から本校の教育活動にご理解とご支援をいただき、ありがとうございます。 

さて、本校の２学期の教育活動についてアンケートのご回答をいただき、ありがとうございました。

今回いただきました結果を基に，今後も家庭と学校とが協力し合い、来学期以降の教育のさらなる充実

に、役立てていきたいと考えています。よろしく、お願いいたします。                               

４（よくあてはまる）３（ややあてはまる）２（あまりあてはまらない）１（まったくあてはまらない） 

 ※（  ）内の数字は、１学期末に実施したポイント数です。 

１ 学校は、通信等によって教育活動の様子を保護者に知らせている。      

４ ３ ２ １ 

４４（４７）％ ５６（４９）％ ０（３）％ ０（０）％ 

２ 学校は、子どもの学力を保障しようと努力している。      

４ ３ ２ １ 

３７（３８）％ ５３（５２）％ １０（１０）％ ０（０）％ 

３ 学校は、家庭と連携して友だち同士のかかわり方など、子どもの学校生活に関 

する問題に取り組んでいる。 

４ ３ ２ １ 

２３（３１）％ ６０（４８）％ １７（２１）％ ０（０）％ 

４ 学校は、事故防止や安全確保について十分対応し、決まりを守って学校生活を送 

るように指導している。            

４ ３ ２ １ 

３３（５４）％ ５８（３９）％ ９（７）％ ０（０）％ 

 

※ 主に家庭での様子 

５ 子どもは、自分から朝のあいさつをしている。 

４ ３ ２ １ 

３０（３９）％ ６１（４５）％ ９（１２）％ ０（４）％ 

    ６ 子どもは、集団生活に必要な決まりや約束を守ろうとしている。 

４ ３ ２ １ 

４２（５０）％ ５４（４５）％ ４（５）％ ０（０）％ 

    ７ 子どもは、学校での様子をよく話している。 

４ ３ ２ １ 

５１（４９）％ ４６（４０）％ ３（１０）％ ０（１）％ 

    ８ 子どもは、学校を楽しいと感じ、行くのを楽しみにしている。 

４ ３ ２ １ 

４３（５３）％ ５１（３３）％ ６（１３）％ ０（１）％ 

    ９ 子どもは、家庭で自分から進んで学習している。 

４ ３ ２ １ 

１０（１１）％ ３９（３８）％ ４８（４６）％ ３（５）％ 



   １０ 子どもは、家庭でよくそうじや片付けをしている。 

４ ３ ２ １ 

９（５）％ ３４（３５）％ ４５（４３）％ １２（１７）％ 

＜学校より＞ 

 コロナ感染については、行動制限等の緩和が定着してきましたが、インフルエンザが流行する時期を迎

えています。学校では、子どもたちに、感染予防に気を付けさせた毎日を送るようにしています。そんな中

にでも、１学期に引き続き、学習や生活の中で「話し合うこと」「歌い合うこと」「いっしょに体を動かすこ

と」などの活動が可能になってきたことで、子どもたちの生活や学習の幅が広がってきています。今後もこ

のよさを生かして、学校生活がより豊かなものになるようにしていきたいと考えております。 

さて、アンケート結果についてですが・・・ 

○ アンケートの１～５の学校での教育活動につきましては、「項目１ 学校は、通信等によって教育活動

の様子を保護者に知らせている ２ 学校は、子どもの学力を保障しようと努力している ４ 学校

は、事故防止や安全確保について十分対応し、決まりを守って学校生活を送るように指導している」

については、９０％以上の方々が、４（よくあてはまる）、３（ややあてはまる）とお答えいただいており、

１学期と同様に高い評価をいただくことができました。「項目３ 学校は、家庭と連携して友だち同士の

かかわり方など、子どもの学校生活に関する問題に取り組んでいる」については、前回 1学期には、

４（よくあてはまる）、３（ややあてはまる）合わせて７９％だったのに対し、今回は８３％でした。わず

かながら評価が上向いたものの、他の３項目に比べて低い傾向にあります。授業参観、家庭訪問、電話連

絡等、保護者の皆様との関わり・連携を大切にし、今後、さらに友達同士とのよりよい関わり方につ

いてアンテナを張り、適切な指導が行えるよう努力してきたいと考えております。 

○ 「主に家庭での様子」につきましては、５～７の項目について、９１％以上の回答となりました（前回は

８４%以上）。特に７の項目「子どもは、学校での様子をよく話している。」については、前回より８ポ

イント上がって９７％の回答があったことをうれしく思います。今後もお子様が、学校での生活や学

習の様子をご家庭で話したくなるような充実した学校生活が送れますよう、お子様の指導・支援に努

力していきたいと思っております。 

○ ８「子どもは、学校を楽しいと感じ、行くのを楽しみにしている」の項目については、前回大きく下

がっていたのですが、今回９４%に上向いています（前回８６%）。子どもたちにとって、学校が楽しいと

思えることが学習、生活を支える基盤になることを大切にし、全ての子どもたちが「学校が好き」と言える

ように、これからも引き続き、学校は努力をしていかなければいけないと考えております。 

○ ９「子どもは、家庭で自分から進んで学習している」の項目については、前回４９％から今回も４

９％と低い傾向があります。子どもたちへのアンケートでは、今回も、スマホやゲームをする時間が長い

という結果が出ており、家に帰って毎日２時間以上するお子様の割合が、全校の 24%にもなっています。

関連が気になるところです。お子様の目の健康、脳や心の面への影響が気になります。引き続き、お子様と

スマホやゲームの時間を見直すことも含め、各ご家庭での時間の使い方や過ごし方の見直しをしていただ

きますようよろしくお願いします。学校でも、学習の習慣を身に付け、子どもたちが自ら学習に向かう意欲

が高まるよう、家庭学習の大切さについて引き続き指導してまいります。（毎日の家庭学習時間は、学年の

数×１０＋１０分を目安に） 

○ １０「子どもは、家庭でよくそうじや片付けをしている。」の項目については、前回４０%、今回４３％

といずれも低い傾向となっています。学校でも自分の身の回りのものを自分で整理できにくい傾向がある

ように感じます。学校では、身の回りの整理整頓や片付けをすることで、気持ちよく生活できたり学習に意

欲が出てきたりすると指導しておりますが、ご家庭でもそうじや片付けへの取り組みをよろしくお願いい

たします。 

今学期を見直し、来学期に向け、各ご家庭と協力して子どもたちの指導に努力し、成長を見守っていきた

いと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 


